
わが国では感染症の発生及びまん延を防止するため、
「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法
律」（感染症法）に基づく施策として、感染症発生動向調
査が行われている１）。本調査事業では、患者を診断したす
べての医師が届出を行う全数把握疾患（一～四類感染症、
五類感染症の一部、新型インフルエンザ等感染症、指定感
染症及び新感染症）及び指定された医療機関のみが届出を
行う定点把握疾患（五類感染症の一部）を対象としている
（表１―１、１―２）。２０２０年は２月３日から「新型コロナウイ
ルス感染症」が指定感染症（全数把握疾患）に追加された。
本稿では、２０２０年の北海道における全数及び定点把握

疾患の患者届出状況をまとめたので報告する。

方 法

対象疾患の感染症情報は、感染症サーベイランスシステ
ム（NESID）の中央データベースに登録されたデータを
使用した。２０２０年の全数把握疾患は２０２０年第１週～５３週
に診断された患者等の届出、定点把握疾患（週報）は２０２０
年第１週～５３週の報告、定点把握疾患（月報）は２０２０年

１月～１２月の報告データを用いた。また、比較対象とした
２０１９年以前のデータについては、全数把握疾患は２０１７年
第１週～２０１９年第５２週に診断された患者等の届出、定点
把握疾患（週報）は２０１１年第１週～２０１９年第５２週の報
告、定点把握疾患（月報）は２０１７年１月～２０１９年１２月
の報告データを用いた。なお、新型コロナウイルス感染症
については、２０２０年５月２９日の「新型コロナウイルス感
染者等情報把握・管理支援システム（HER−SYS）」導入以
降、NESIDに登録されている届出数と実際の発生数に乖
離が生じているため、本稿では新型コロナウイルス感染症
の報告を見送ることとした。
集計・解析にはMicrosoft Excel２０１６に加えて、Microsoft

Accessを基に当所で構築した「北海道感染症情報システ
ム」及び「感染症データ分析ツール」２）を使用した。

結 果

１．全数把握疾患

全数把握疾患の届出状況を表２―１～２―１４に示した。

疾患数

一類感染症 ７
二類感染症 ７
三類感染症 ５
四類感染症 ４４
五類感染症（全数把握） ２４
五類感染症（定点把握） ２５
新型インフルエンザ等感染症 ２
指定感染症及び新感染症 １

合 計 １１５

対象疾患数 道内の定点数

（週単位）
インフルエンザ定点 １ ２２２
小児科定点 １０ １３９
眼科定点 ２ ２９
基幹定点 ５ ２３

（月単位）
性感染症定点 ４ ４２
基幹定点 ３ ２３

合 計 ２５ ４７８
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表１―２ 感染症発生動向調査の定点数表１―１ 感染症発生動向調査の対象疾患数
（２０２０年１２月末現在）（２０２０年１２月末現在）
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分類 疾患名 ２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年

二類 結核 ６９５ ６８４ ６６８ ６３４

三類 細菌性赤痢 ３ １５ ８ ４
腸チフス １ ２ ２
腸管出血性大腸菌感染症 ２４５ １９３ ２８０ １６０

四類 Ｅ型肝炎 ７０ ８５ ６９ ８３
Ａ型肝炎 ５ ８ ６ ４
エキノコックス症 ２８ ２０ ２９ ２５
回帰熱 ５ ６ ７ １５
ダニ媒介脳炎 ２ １
チクングニア熱 １
デング熱 ３ ２ １１
マラリア １ １
ライム病 ９ ５ １３ ２４
レジオネラ症 ４４ ３７ ６５ ４４

五類 アメーバ赤痢 ２８ １９ ２０ １８
ウイルス性肝炎（Ｅ型肝炎及びＡ型肝炎を除く） ８ １３ ５ ４
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症＊４ ３６ ４８ ６０ ７５
急性弛緩性麻痺（急性灰白髄炎を除く）＊７ ２ １
急性脳炎＊１ ３０ １６ ３３ １４
クリプトスポリジウム症 １０ ７ ７ ４
クロイツフェルト・ヤコブ病 ９ １６ ８ ６
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 １２ １８ ３９ ３５
後天性免疫不全症候群 ３４ ２９ ３９ ２２
ジアルジア症 １ ３ ３
侵襲性インフルエンザ菌感染症＊３ ９ ２３ ２７ ７
侵襲性髄膜炎菌感染症＊３ １ ２ １
侵襲性肺炎球菌感染症＊３ １０１ １０７ １３４ ５３
水痘（入院例に限る）＊４ １５ １８ ２１ １７
梅毒 １１０ １３６ １３５ １２３
播種性クリプトコックス症＊４ １ ４ ２ ２
破傷風 ８ １２ ９ ３
バンコマイシン耐性腸球菌感染症 ５ ３ ３
百日咳＊６ ２５６ ５５４ １５１
風しん＊２ ２９ ４３ ２
麻しん＊２ １ １ ６
薬剤耐性アシネトバクター感染症＊５ ２ ５ １

類 型
２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

患者 ２６８ １９１ ４５９ ２２８ ２１５ ４４３ ２０８ １７６ ３８４ ２１１ １６９ ３８０
死亡者 ３ ３ ２ ４ ６ １ １ １ ２ ３
疑似症患者 ５ ３ ８ ５ ２ ７ １２ ６ １８ ４ ４ ８
無症状病原体保有者 ９５ １３０ ２２５ ８３ １４５ ２２８ １１４ １５１ ２６５ ９３ １５０ ２４３

合 計 ３７１ ３２４ ６９５ ３１８ ３６６ ６８４ ３３５ ３３３ ６６８ ３０９ ３２５ ６３４

表２―１ 全数把握疾患 届出数

＊１：ウエストナイル脳炎、西部ウマ脳炎、ダニ媒介脳炎、東部ウマ脳炎、日本脳炎、ベネズエラウマ脳炎及びリフトバレー熱を除く
＊２：２００８年１月１日より五類（定点把握対象）から五類（全数把握対象）に変更
＊３：２０１３年４月１日より髄膜炎菌性髄膜炎に替わり指定
＊４：２０１４年９月１９日より追加指定
＊５：２０１１年２月１日より五類（定点把握対象）に追加指定、２０１４年９月１９日に五類（全数把握対象）に変更
＊６：２０１８年１月１日より五類（定点把握対象）から五類（全数把握対象）に変更
＊７：２０１８年５月１日より追加指定

表２―２ 結核 診断別届出数
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２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

類型
患者 ６４ ８４ １４８ ５４ ６６ １２０ ９３ ９６ １８９ ５０ ４４ ９４
無症状病原体保有者 ２９ ６８ ９７ ２６ ４７ ７３ ３９ ５２ ９１ ２６ ４０ ６６

合 計 ９３ １５２ ２４５ ８０ １１３ １９３ １３２ １４８ ２８０ ７６ ８４ １６０

年齢階級

０歳 １ １ １ １ １ ２ ３
１～９歳 ２９ ２９ ５８ １９ １９ ３８ ５５ ４８ １０３ ２３ １１ ３４
１０～１９歳 １２ １９ ３１ ８ ２７ ３５ １９ １３ ３２ ８ ７ １５
２０～２９歳 ８ １６ ２４ １３ １４ ２７ １８ １６ ３４ １２ １１ ２３
３０～３９歳 １１ ２０ ３１ １１ １５ ２６ １４ １２ ２６ ６ １１ １７
４０～４９歳 ３ １０ １３ １０ ５ １５ １０ １６ ２６ ７ １１ １８
５０～５９歳 ５ １４ １９ ２ ９ １１ １ １８ １９ ４ １１ １５
６０～６９歳 １２ ２１ ３３ ６ ８ １４ ６ １１ １７ ３ ７ １０
７０歳以上 １２ ２３ ３５ １０ １６ ２６ ９ １４ ２３ １２ １３ ２５

Ｏ血清群
報告数

患者 無症状病原体保有者

１ １
８ １ １
２６ ８ ９
９１ ２ ４
１０３ ３ ６
１１１ １０ ２
１２１ １
１２４ １
１２５ １
１２８ ２
１４５ １
１４６ １ １
１５７ ５５ １８
１６６ １
８６ａ １
不明 １２ １８
合 計 ９４ ６６

性別 年齢 Ｏ血清群 毒素型
女 １３ Ｏ１５７ VT２
女 １３ 不明 不明
女 ７０ Ｏ１５７ VT２
女 ２ 不明 不明
男 ８９ 不明 不明

２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

類型
患者 ４３ １７ ６０ ５９ １７ ７６ ４４ １５ ５９ ６２ １２ ７４
無症状病原体保有者 ８ ２ １０ ７ ２ ９ ８ ２ １０ ８ １ ９

合 計 ５１ １９ ７０ ６６ １９ ８５ ５２ １７ ６９ ７０ １３ ８３

年齢階級

０歳
１～９歳
１０～１９歳 １ １ １ １
２０～２９歳 ４ １ ５ ４ ４ ２ ２ ４ ４
３０～３９歳 ７ ２ ９ ５ ５ ４ ４ ８ ４ １ ５
４０～４９歳 ６ ３ ９ ７ ５ １２ １０ ３ １３ １１ １ １２
５０～５９歳 １５ ４ １９ １３ １ １４ １４ ３ １７ １３ ２ １５
６０～６９歳 １５ ４ １９ １９ ４ ２３ １０ ４ １４ ２６ ４ ３０
７０歳以上 ４ ５ ９ １８ ８ ２６ １１ ３ １４ １２ ５ １７

献血で判明と記載があったもの ５ １ ６ １ １ ２ ２ １ ３ ３ １ ４

表２―３ 腸管出血性大腸菌感染症 診断別、年齢階級別届出数

表２―４ Ｏ血清群別届出数（２０２０年） 表２―５ 溶血性尿毒症症候群発症例（２０２０年）

表２―６ Ｅ型肝炎 診断別報告数、年齢階級別届出数
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２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

類型
患者 １１ １５ ２６ ９ １０ １９ １１ １３ ２４ ９ １１ ２０
無症状病原体保有者 ２ ２ １ １ ３ ２ ５ ２ ３ ５

合 計 １３ １５ ２８ ９ １１ ２０ １４ １５ ２９ １１ １４ ２５

年齢階級

０歳
１～９歳
１０～１９歳
２０～２９歳 ２ ２ ２ ２
３０～３９歳 １ １ ２ １ １ ２ ２ ２
４０～４９歳 １ １ １ １ １ １ ２ ２
５０～５９歳 ３ ２ ５ ２ ２ ２ ２ １ ２ ３
６０～６９歳 ３ ３ ６ ２ ２ ４ ２ ３ ５ ２ ４ ６
７０歳以上 ７ ９ １６ ５ ４ ９ ６ １１ １７ ６ ６ １２

２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

病型

肺炎型 ３３ ７ ４０ ２９ ６ ３５ ４９ １１ ６０ ３４ ６ ４０
ポンティアック熱型 ２ ２ ４ ２ ２ ３ ２ ５ ３ ３
無症状病原体保有者 １ １

合 計 ３５ ９ ４４ ３１ ６ ３７ ５２ １３ ６５ ３８ ６ ４４

年齢階級

０歳
１～９歳
１０～１９歳
２０～２９歳
３０～３９歳 １ １ ２ ２
４０～４９歳 １ １ ３ ３ ４ ４ １ １
５０～５９歳 ５ ２ ７ ５ ５ ７ １ ８ ８ ８
６０～６９歳 １３ １３ １４ １４ １０ ２ １２ １３ １ １４
７０歳以上 １７ ５ ２２ ９ ６ １５ ２９ １０ ３９ １６ ５ ２１

病原体 ２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年

インフルエンザウイルス ５ ６ １６ ２
ヘルペスウイルス ４ ２ ４ ２
ロタウイルス ２ １
ヒトパレコウイルス １
RSウイルス １
水痘ウイルス １
ヒトメタニューモウイルス １
病原体不明 １７ ７ １０ １０

合 計 ３０ １６ ３３ １４

診断月 性別 年齢 病原体

１月 女 ４８ インフルエンザウイルスＡ
女 １ 病原体不明

２月 女 ３ インフルエンザウイルスＡ
３月 男 ５ 病原体不明

女 ３ 病原体不明
男 ７２ ヘルペスウイルス

４月 男 ７０ 病原体不明
５月 男 ５９ ヒト単純ヘルペスウイルス

男 ３ 病原体不明
６月 女 １ 病原体不明

男 １ 病原体不明
９月 男 ８ 病原体不明

女 ３ 病原体不明
１１月 男 ９ 病原体不明

表２―７ エキノコックス症 診断別、年齢階級別届出数

表２―８ レジオネラ症 病型別、年齢階級別届出数

表２―９ 急性脳炎 届出数 表２―１０ 急性脳炎 診断月、性別、年齢、病原体（２０２０年）
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２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

病型

無症候性キャリア １８ １ １９ ２０ １ ２１ ２３ ２３ １６ １６
AIDS １５ １５ ８ ８ １１ １ １２ ４ １ ５
その他 ４ ４ １ １

合 計 ３３ １ ３４ ２８ １ ２９ ３８ １ ３９ ２１ １ ２２

年齢階級

０歳
１～９歳
１０～１９歳 ２ ２ １ １
２０～２９歳 ６ １ ７ ９ ９ １４ １ １５ ５ ５
３０～３９歳 １０ １０ ７ ７ １０ １０ ５ ５
４０～４９歳 １４ １４ ９ ９ １２ １２ ８ ８
５０～５９歳 １ １ １ １ ２ ２ １ ３
６０～６９歳 ２ ２ １ １ １ １

感染地域
（推定）

日本国内 ３２ １ ３３ ２５ １ ２６ ３３ ３３ １５ １５
その他 ２ ２ ３ １ ４ １ １
日本国内またはその他 １ １
不明 １ １ １ １ １ １ ６ ６

国籍
日本 ３３ １ ３４ ２８ １ ２９ ３５ １ ３６ ２０ ２０
その他 ２ ２ １ １ ２
不明 １ １

感染経路
（推定）

性行為感染（同性間） ２７ ２７ ２１ ２１ ２７ ２７ １４ １４
性行為感染（異性間） ５ ５ ４ １ ５ ６ １ ７ ３ １ ４
性行為感染（同性間、異性間） １ １
静注薬物使用 １ １
不明 １ １ ２ ２ ２ ５ ５ ４ ４

年齢階級
２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
０歳 ３ ３ １ ５ ６ ５ ５ １０ ４ １ ５
１～９歳 ６ １１ １７ １４ ５ １９ １３ ３ １６ ５ １ ６
１０～１９歳 １ １ ２ １ １
２０～２９歳 １ １
３０～３９歳 １ １ ２ １ １ １ １
４０～４９歳 ５ １ ６ ４ ２ ６ ３ ３ １ １
５０～５９歳 １ ２ ３ ３ ４ ７ ６ １ ７ １ ２ ３
６０～６９歳 １８ ５ ２３ １１ ８ １９ １９ １０ ２９ ６ ３ ９
７０歳以上 ２７ １８ ４５ ２９ １９ ４８ ４７ ２０ ６７ １７ １２ ２９

合 計 ６２ ３９ １０１ ６３ ４４ １０７ ９０ ４４ １３４ ３３ ２０ ５３

表２―１１ 後天性免疫不全症候群 病型別、年齢階級別、推定感染地域別、国籍別、推定感染経路別届出数

表２―１２ 侵襲性肺炎球菌感染症 年齢階級別届出数
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２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

病型

先天梅毒 １ １ ２
早期顕症梅毒（Ⅰ期） ２２ １１ ３３ ３６ ７ ４３ ３５ ８ ４３ ３７ ９ ４６
早期顕症梅毒（Ⅱ期） ２９ １３ ４２ ３０ １８ ４８ ２６ １６ ４２ １８ １９ ３７
晩期顕症梅毒 １ １ ２ ２ ３ ３ ３ １ ４
無症状病原体保有者 １２ ２０ ３２ １８ ２５ ４３ ２１ ２６ ４７ １９ １７ ３６

合 計 ６５ ４５ １１０ ８４ ５２ １３６ ８５ ５０ １３５ ７７ ４６ １２３

年齢階級

０歳 １ １ ２
１～９歳
１０～１９歳 ３ ６ ９ １ ５ ６ １ ５ ６ ２ ３ ５
２０～２９歳 １９ ２２ ４１ １９ ２８ ４７ ３０ ２６ ５６ ２６ ２９ ５５
３０～３９歳 １１ ２ １３ ２３ ９ ３２ ２１ ７ ２８ １６ ４ ２０
４０～４９歳 １２ ２ １４ ２４ ５ ２９ １５ ２ １７ １２ ６ １８
５０～５９歳 ９ ２ １１ ８ ８ １１ １１ １２ １２
６０～６９歳 ４ ２ ６ ４ １ ５ ３ ２ ５ ４ １ ５
７０歳以上 ６ ８ １４ ５ ４ ９ ４ ８ １２ ５ ３ ８

推定感染経路
（重複を含む）

性行為感染（同性間） ４ ４ １０ １０ １４ １ １５ １０ １０
性行為感染（異性間） ４３ ２７ ７０ ５２ ３６ ８８ ４５ ３２ ７７ ５０ ２８ ７８
性行為感染（同性間、異性間不明） １１ ５ １６ １１ ７ １８ １１ ６ １７ ９ ９ １８
母子感染 １ １ ２
輸血 １ １
針等の鋭利なものの刺入 １ １ ２
不明 ６ １１ １７ １０ ９ １９ １４ １１ ２５ ９ ９ １８

年齢階級
２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
０歳
１～９歳 １ １ １ １
１０～１９歳 １ １ ２ １ １
２０～２９歳 ２ ５ ７ ８ １２ ２０ １ １
３０～３９歳 ９ １ １０ ８ ４ １２ １ １
４０～４９歳 ３ ３ ６ ７ １ ８
５０～５９歳 ２ ２
６０～６９歳 １ １
７０歳以上 １ １

合 計 ０ ０ ０ １９ １０ ２９ ２４ １９ ４３ ０ ２ ２

表２―１３ 梅毒 病型別、年齢階級別、推定感染経路別届出数

表２―１４ 風しん 年齢階級別届出数
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１）一類感染症

一類感染症の届出はなかった。
２）二類感染症

結核で６３４人の届出があり、類型別では、患者３８０人、
死亡者３人、疑似症患者８人、無症状病原体保有者２４３人
（表２―２）、全届出中４２人（６．６％、患者７人、無症状病原
体保有者３５人）が医師、看護師等の医療従事者であった。
３）三類感染症

三類感染症では、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症
の届出があった（表２―１）。
細菌性赤痢は４人の届出があり（表２―１）、推定感染地

域はすべて国内（家族内感染２人）であった。
腸管出血性大腸菌感染症は１６０人の届出があり、類型別

では、患者９４人（５９％）、無症状病原体保有者６６人（４１％）、
年齢は０～８９歳であった（表２―３）。O血清群別の届出数
では、O１５７が最も多く７３人（４６％、患者５５人、無症状
病原体保有者１８人）であった（表２―４）。溶血性尿毒症症
候群患者は５人（３．１％）の届出があった（表２―５）。
４）四類感染症

四類感染症では、E型肝炎、A 型肝炎、エキノコックス
症、回帰熱、ライム病、レジオネラ症の届出があった（表
２―１）。

E型肝炎は８３人の届出があり、類型別では、患者７４人、
無症状病原体保有者９人、年齢は２４～８４歳であった（表
２―６）。なお、献血時の検査で罹患が判明した４人の届出が
あった。
エキノコックス症は２５人の届出があり、性別は男性１１

人、女性１４人、年齢は３５～８４歳で、７０歳以上の届出が
多かったが（表２―７）、成人では発症まで通常１０年以上を
要するとされる本疾患において、１０～３０歳代の届出がみ
られることには注意が必要である３―７）。
回帰熱は１５人の届出があり（表２―１）、２０２０年の国内に

おける届出はすべて北海道からであった。また、感染地域
（推定を含む）はすべて北海道であった。
ライム病は２４人の届出があり（表２―１）、感染地域（推

定を含む）は北海道２３人、他県１人であった。なお、国
内の届出は２７人であった。
レジオネラ症は４４人の届出があり、性別は男性３８人、

女性６人、年齢は４８～９７歳で、６０歳以上の届出が多かっ
た（表２―８）。
５）五類感染症

五類感染症では、アメーバ赤痢、ウイルス性肝炎（E型
肝炎及び A 型肝炎を除く）、カルバペネム耐性腸内細菌科
細菌感染症、急性脳炎（ウエストナイル脳炎、西部ウマ脳
炎、ダニ媒介脳炎、東部ウマ脳炎、日本脳炎、ベネズエラ
ウマ脳炎及びリフトバレー熱を除く）、クリプトスポリジ
ウム症、クロイツフェルト・ヤコブ病、劇症型溶血性レン
サ球菌感染症、後天性免疫不全症候群、侵襲性インフルエ
ンザ菌感染症、侵襲性髄膜炎菌感染症、侵襲性肺炎球菌感
染症、水痘（入院例に限る）、梅毒、播種性クリプトコッ

クス症、破傷風、バンコマイシン耐性腸球菌感染症、百日
咳、風しん、薬剤耐性アシネトバクター感染症の届出があっ
た（表２―１）。
急性脳炎は１４人の届出があり、原因とする病原体はイ

ンフルエンザウイルス２人、ヘルペスウイルス２人、病原
体不明１０人であった（表２―９）。性別は男性８人、女性６
人、年齢は１～７２歳で、１０歳未満の届出が１０人（７１％）
であった（表２―１０）。
後天性免疫不全症候群は２２人の届出があり、病型別で

は無症候性キャリア１６人、AIDS５人、その他１人、性別
は男性２１人、女性１人であった（表２―１１）。年齢は２１～
６８歳で、２０～４０歳代の届出が多かった。推定感染地域は
１５人が日本国内、推定感染経路としては同性間性行為感
染が１４人（６４％）、異性間性行為感染４人（１８％）、不明
４人（１８％）であった。
侵襲性肺炎球菌感染症は５３人の届出があった。年齢は

０～９１歳で、７０歳以上が２９人（５５％）であった（表２－
１２）。２０１３年４月から小児へのワクチン定期接種が開始さ
れたのに続き８）、２０１４年１０月からは６５歳以上の高齢者へ
のワクチン定期接種が開始されている９）。小児のワクチン
定期接種対象者の届出１１人のうちワクチン接種歴ありは
１０人、不明１人であった。また、６５歳以上の届出３３人の
うちワクチン接種歴ありは４人のみで、接種歴なし１１人、
不明１８人であった。
梅毒は１２３人の届出があり、病型別では早期顕症梅毒

（Ⅰ期）４６人、早期顕症梅毒（Ⅱ期）３７人、晩期顕症梅毒
４人、無症状病原体保有者３６人、先天梅毒の届出はなかっ
た（表２―１３）。性別は男性７７人、女性４６人、年齢は１７～
９３歳で、男性は２０歳代から５０歳代、女性は２０歳代の届
出が多かった。推定感染経路としては、男女ともに異性間
性的接触が多かった。
風しんは２０１８年に２９人、２０１９年に４３人の届出があっ

たが、２０２０年は第２週と第３週にそれぞれ１人の届出が
あったのみであった（表２―１４）。
２．定点把握疾患（週報）

定点把握疾患（週報）の報告状況について、表３―１、３―
２、図１―１～１―１５に示した。
インフルエンザの定点における２０２０年の年間患者報告

数は、過去３年と比較して最も少なかった（表３―１）。定
点当たり１週間の患者報告数は、２０１９―２０２０シーズンにつ
いては、２０１９年第４２週に流行開始の目安となる１．００人
を超え７）、第５０週にシーズン最多の２９．７７人になった
（表３―２）。その後年末年始にかけて減少したが２０２０年第４
週に増加に転じ、第８週にピークを迎えた後急激に減少し、
第１２週には１．００人を下回った。また、２０２０―２０２１シーズ
ンは、２０２０年内に１．００を超えることはなかった（図１―１）。

A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点における２０２０年の
年間患者報告数は、過去３年と比較して最も少なかった
（表３―１）。例年、学校の休みにあたる３月後半（１３週前後）
から４月前半、大型連休の５月初旬、夏休みの８月に報告
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の谷が認められ、秋から年末に向けて報告が増加するが、
２０２０年は２月後半（第８週）をピークとして急激に減少
し、その後ほとんど増加しなかった（図１―２）。

RSウイルス感染症の定点における２０２０年の年間患者報
告数は、過去３年と比較して最も少なかった（表３―１）。
前年の２０１９年第５１週をピークとして減少し、その後ほと
んど増加しなかった（図１―３）。
ヘルパンギーナの定点における２０２０年の患者報告数は、

過去３年と比較して最も少なかった（表３―１）。例年８～９
月に報告数が増加するが、２０２０年はほとんど報告がなかっ
た（図１―４）。
咽頭結膜熱の定点における２０２０年の患者報告数は、過

去３年と比較して最も少なかった（表３―１）。例年夏と冬
に報告数が増加する傾向があるが１０）、２０２０年は１１～１２月
にだけ増加がみられた（図１―５）。
感染性胃腸炎の定点における２０２０年の患者報告数は、

過去３年と比較して最も少なかった（表３―１）。例年春と
冬に報告数が増加する傾向があるが、２０２０年は１～２月に
増加したものの、その後ほとんど増加しなかった（図１―６）。
また、全国と比較して患者報告数が少ない傾向が続いてい
る（図１―６）。
手足口病の定点における２０２０年の患者報告数は、過去

３年と比較して最も少なかった（表３―１）。近年２年周期で
流行が認められており（図１―７）、２０１９年に大きな流行が
あったため２０２０年の報告数は減少することが予想される
年ではあるが、２０２０年の報告数は前年の１．４％程度に激
減した（表３―１）。
水痘の定点における２０２０年の患者報告数は、過去３年

と比較して最も少なかった（表３―１）。２０１４年１０月１日か
ら生後１２～３６月の小児を対象としたワクチンの定期接種

が始まり９）、２０１５年以降の患者報告数は全体的に減少して
いる（表３―１、図１―８）。
伝染性紅斑は、４～６年周期で流行を繰り返す傾向があ

る１１）。２０２０年は２０１９年の流行に引き続き、１月をピーク
として報告があり、その後急激に減少した（表３―２、図１―
９）。
突発性発しんは、例年と同程度の報告数であった（表３―

１、図１―１０）。
流行性耳下腺炎は、３～５年周期で流行を繰り返す傾向

があるが１２）、２０２０年には大きな流行はなかった（図１―１１）。
急性出血性結膜炎は、前年に引き続き散発的な発生が認

められた（図１―１２）。
流行性角結膜炎は、８月を中心とした夏に多いとされて

いるが１３）、２０２０年は２～３月に報告が増加した（図１―１３）。
クラミジア肺炎の報告は、第１５週の１人のみであった

（表３―１、３―２）。
マイコプラズマ肺炎の定点における２０２０年の患者報告

数は、過去３年と比較して最も少なかった（表３―１）。
ロタウイルスによる感染性胃腸炎の定点における２０２０

年の患者報告数は、過去３年と比較して最も少なかった
（表３―１）。北海道では例年３月から６月にかけて流行が認
められるが２０２０年はほとんど報告がなかった（図１―１５）。
細菌性髄膜炎及び無菌性髄膜炎は、散発的な発生が認め

られた（表３―２）。
３．定点把握疾患（月報）

定点把握疾患（月報）の報告状況について、表４―１～４―
５に示した。
ペニシリン耐性肺炎球菌感染症は１人、メチシリン耐性

黄色ブドウ球菌感染症は４７７人、薬剤耐性緑膿菌感染症は
７人の報告があった（表４―１）。なお、月別の報告数に大き

定点名 疾患名 ２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年

インフルエンザ定点 インフルエンザ ５８，５８６ ９０，７７７ ９１，５２３ ２７，０１４
小児科定点 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ２５，９１１ ２６，００５ ２３，７７７ １０，５５１

RSウイルス感染症 ６，３４６ ６，７９５ ７，２３３ ９３４
ヘルパンギーナ ２，８６８ ３，３８４ ３，２７３ ２８９
咽頭結膜熱 １０，４６９ ４，０３１ ３，２１０ ２，０４２
感染性胃腸炎 １８，２７６ １５，９４１ １８，１９８ ６，５０６
手足口病 １３，９６８ ７，５４１ １６，６０３ ２４０
水痘 ３，２３６ ２，６５９ ２，４７０ １，３４５
伝染性紅斑 ２５７ ４４１ ４，４８５ １，４５１
突発性発しん ２，０５１ １，８９４ １，７３５ １，８３８
流行性耳下腺炎 １，８４３ ５０９ ３５０ ２０２

眼科定点 急性出血性結膜炎 １４ ２０ ７ ９
流行性角結膜炎 ６３８ ７５５ ６８２ ４７３

基幹定点 クラミジア肺炎 １ ４ １
マイコプラズマ肺炎 ３１９ ４８４ ７３８ ２２３
感染性胃腸炎（ロタウイルス） ２１３ １８５ ３４０ ３０
細菌性髄膜炎 １３ １４ ８ ９
無菌性髄膜炎 ５５ １５ １５ ９

表３―１ 定点把握疾患（週報・インフルエンザ・小児科・眼科・基幹） 報告数
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１週１９．２３ １．０２ ０．８６ ０．０２ ０．２４ １．１１ ０．０３ ０．３１ ０．３１ ０．０３ ０．００ ０．００ ０．１８ ０．００ ０．２４ ０．００ ０．００ ０．０５
２週１０．７４ ２．６８ ０．９４ ０．０１ ０．６０ ２．２５ ０．０７ ０．５９ １．３６ ０．２２ ０．０２ ０．００ ０．５５ ０．００ ０．９１ ０．００ ０．００ ０．００
３週 ７．６０ ２．４９ ０．７４ ０．０２ ０．３９ ２．０７ ０．０４ ０．２７ １．２１ ０．２０ ０．０５ ０．０３ ０．４１ ０．００ ０．４３ ０．０４ ０．００ ０．０４
４週 ８．８８ ３．６４ ０．８８ ０．００ ０．４６ ２．６２ ０．０１ ０．２８ １．３３ ０．２１ ０．０６ ０．０３ ０．４８ ０．００ ０．４８ ０．３０ ０．０４ ０．０４
５週１０．７５ ４．５７ ０．５４ ０．０３ ０．４５ ２．９３ ０．０２ ０．２０ １．０５ ０．１８ ０．０１ ０．００ ０．６２ ０．００ ０．６５ ０．１７ ０．０４ ０．０９
６週１２．９２ ５．３７ ０．６０ ０．０１ ０．５９ ２．６７ ０．０２ ０．４５ ０．５６ ０．１８ ０．０４ ０．００ １．０３ ０．００ ０．５２ ０．２２ ０．００ ０．００
７週１６．３８ ４．６７ ０．５４ ０．０３ ０．５３ ２．６４ ０．０１ ０．３０ ０．６４ ０．２１ ０．０１ ０．００ １．５２ ０．００ ０．２６ ０．００ ０．０４ ０．００
８週１７．５７ ５．４０ ０．３９ ０．０１ ０．５９ ２．４１ ０．０３ ０．５９ ０．６６ ０．２２ ０．０２ ０．００ １．６６ ０．００ ０．５７ ０．００ ０．００ ０．００
９週１３．８１ ４．２０ ０．３９ ０．０３ ０．４６ １．１９ ０．０１ ０．３４ ０．４９ ０．１０ ０．０３ ０．００ ０．９７ ０．００ ０．６１ ０．００ ０．００ ０．００
１０週 ３．８５ ２．５５ ０．３２ ０．０１ ０．３７ ０．８９ ０．０４ ０．３６ ０．４３ ０．１４ ０．０４ ０．００ １．００ ０．００ ０．５２ ０．００ ０．００ ０．００
１１週 １．００ １．７５ ０．０９ ０．０１ ０．３０ ０．７６ ０．００ ０．３５ ０．４１ ０．１２ ０．０３ ０．００ ０．３８ ０．００ ０．３０ ０．０９ ０．００ ０．００
１２週 ０．４６ １．２２ ０．１０ ０．０１ ０．１７ ０．４７ ０．０２ ０．１８ ０．４５ ０．１９ ０．０１ ０．００ ０．３１ ０．００ ０．１３ ０．００ ０．００ ０．００
１３週 ０．２４ １．１４ ０．０１ ０．０１ ０．１２ ０．５８ ０．０１ ０．２２ ０．４２ ０．１５ ０．０３ ０．００ ０．１０ ０．００ ０．０９ ０．００ ０．０９ ０．００
１４週 ０．１４ １．１５ ０．０１ ０．０１ ０．１３ ０．４７ ０．００ ０．０７ ０．３３ ０．２０ ０．０４ ０．０７ ０．１４ ０．００ ０．２２ ０．０４ ０．００ ０．００
１５週 ０．０３ １．１６ ０．０２ ０．０１ ０．１３ ０．６４ ０．０２ ０．１７ ０．１６ ０．１７ ０．０２ ０．１０ ０．２８ ０．０４ ０．３５ ０．００ ０．００ ０．００
１６週 ０．０９ １．２８ ０．０２ ０．００ ０．０６ ０．３５ ０．０２ ０．１３ ０．１６ ０．２２ ０．０３ ０．００ ０．１０ ０．００ ０．０９ ０．００ ０．００ ０．００
１７週 ０．０４ ０．８９ ０．０１ ０．００ ０．１０ ０．３０ ０．０２ ０．０９ ０．０８ ０．３５ ０．０４ ０．００ ０．１０ ０．００ ０．１７ ０．００ ０．００ ０．００
１８週 ０．０１ ０．６８ ０．００ ０．００ ０．１４ ０．３７ ０．０１ ０．１０ ０．０７ ０．２７ ０．０３ ０．００ ０．１０ ０．００ ０．０９ ０．００ ０．００ ０．００
１９週 ０．０２ ０．４５ ０．０１ ０．００ ０．１１ ０．２５ ０．０１ ０．０７ ０．０３ ０．１１ ０．０１ ０．００ ０．１０ ０．００ ０．０９ ０．００ ０．００ ０．００
２０週 ０．０１ ０．６３ ０．００ ０．００ ０．１５ ０．２８ ０．０４ ０．０５ ０．０３ ０．１９ ０．０１ ０．００ ０．１０ ０．００ ０．０４ ０．０４ ０．０４ ０．００
２１週 ０．０１ ０．５８ ０．０１ ０．０１ ０．１２ ０．３２ ０．０３ ０．０９ ０．０３ ０．２４ ０．０１ ０．００ ０．０３ ０．００ ０．００ ０．０４ ０．００ ０．００
２２週 ０．００ ０．５５ ０．０３ ０．０１ ０．１２ ０．３６ ０．０２ ０．０６ ０．０５ ０．３２ ０．０１ ０．００ ０．３１ ０．００ ０．２２ ０．００ ０．００ ０．００
２３週 ０．００ ０．６３ ０．０５ ０．０３ ０．１８ ０．４７ ０．０４ ０．０３ ０．０３ ０．３９ ０．０１ ０．００ ０．１４ ０．００ ０．１３ ０．００ ０．０４ ０．００
２４週 ０．００ ０．７３ ０．０１ ０．０１ ０．１７ ０．７５ ０．０３ ０．０４ ０．０２ ０．４６ ０．０２ ０．００ ０．０７ ０．００ ０．０９ ０．００ ０．００ ０．０４
２５週 ０．００ ０．８３ ０．０３ ０．０１ ０．２０ ０．７２ ０．０４ ０．０８ ０．０１ ０．４３ ０．０３ ０．００ ０．０７ ０．００ ０．０４ ０．０４ ０．００ ０．００
２６週 ０．００ １．１６ ０．０１ ０．０２ ０．２０ ０．７７ ０．０２ ０．０９ ０．０１ ０．４４ ０．０３ ０．００ ０．１４ ０．００ ０．０９ ０．００ ０．００ ０．００
２７週 ０．００ １．０８ ０．０３ ０．０１ ０．２３ ０．６８ ０．０７ ０．１０ ０．０１ ０．３８ ０．０６ ０．００ ０．２４ ０．００ ０．００ ０．０４ ０．００ ０．０４
２８週 ０．００ １．０２ ０．０４ ０．０１ ０．２０ ０．７１ ０．０７ ０．１３ ０．００ ０．２９ ０．０４ ０．００ ０．２４ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００
２９週 ０．００ ０．８２ ０．００ ０．０５ ０．２２ ０．６１ ０．０５ ０．１２ ０．０１ ０．３６ ０．０２ ０．０３ ０．２４ ０．００ ０．１７ ０．００ ０．００ ０．００
３０週 ０．００ ０．５９ ０．００ ０．０５ ０．２０ ０．４９ ０．０７ ０．０９ ０．０１ ０．２９ ０．０４ ０．００ ０．０３ ０．００ ０．１７ ０．００ ０．０４ ０．００
３１週 ０．００ ０．７２ ０．０１ ０．０２ ０．１６ ０．７１ ０．０９ ０．１２ ０．０３ ０．２８ ０．０７ ０．００ ０．２１ ０．００ ０．０９ ０．０４ ０．００ ０．００
３２週 ０．００ ０．５９ ０．００ ０．０３ ０．２９ ０．８２ ０．０９ ０．１２ ０．０１ ０．３２ ０．０４ ０．００ ０．３８ ０．００ ０．０４ ０．００ ０．０４ ０．００
３３週 ０．００ ０．３６ ０．００ ０．０２ ０．２８ ０．３９ ０．１１ ０．０８ ０．０１ ０．２０ ０．０２ ０．００ ０．２１ ０．００ ０．０９ ０．００ ０．００ ０．００
３４週 ０．００ ０．５６ ０．０１ ０．０１ ０．３３ ０．７４ ０．０６ ０．１２ ０．０１ ０．３３ ０．０６ ０．０３ ０．３４ ０．００ ０．０９ ０．００ ０．００ ０．００
３５週 ０．００ ０．６５ ０．０１ ０．１９ ０．１９ ０．７３ ０．０７ ０．０７ ０．０１ ０．３５ ０．０４ ０．００ ０．４８ ０．００ ０．１３ ０．０９ ０．００ ０．００
３６週 ０．００ ０．７７ ０．０１ ０．２２ ０．２６ ０．７７ ０．０６ ０．０７ ０．００ ０．３７ ０．０５ ０．００ ０．４１ ０．００ ０．０４ ０．００ ０．００ ０．００
３７週 ０．００ ０．６１ ０．００ ０．２６ ０．２６ ０．６８ ０．０８ ０．０８ ０．００ ０．３３ ０．０１ ０．００ ０．３１ ０．００ ０．０４ ０．００ ０．００ ０．０４
３８週 ０．００ ０．７８ ０．０２ ０．０９ ０．２０ ０．７４ ０．０５ ０．１４ ０．０１ ０．４５ ０．０３ ０．００ ０．２８ ０．００ ０．００ ０．０４ ０．００ ０．００
３９週 ０．００ ０．６４ ０．０１ ０．１０ ０．１３ ０．５３ ０．０２ ０．０６ ０．０１ ０．１７ ０．０１ ０．００ ０．０７ ０．００ ０．０９ ０．０４ ０．００ ０．００
４０週 ０．００ １．０９ ０．００ ０．０６ ０．１８ ０．６６ ０．０１ ０．１０ ０．００ ０．３２ ０．０２ ０．００ ０．１７ ０．００ ０．１３ ０．０４ ０．００ ０．００
４１週 ０．０１ １．３３ ０．０１ ０．１１ ０．１４ ０．５７ ０．０１ ０．１５ ０．０１ ０．２４ ０．０１ ０．００ ０．１４ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００
４２週 ０．００ １．３２ ０．００ ０．０６ ０．３３ ０．６２ ０．０４ ０．１５ ０．００ ０．３０ ０．０５ ０．００ ０．２１ ０．００ ０．０９ ０．００ ０．００ ０．０４
４３週 ０．００ １．１４ ０．０５ ０．１２ ０．２９ ０．７２ ０．０１ ０．１６ ０．０４ ０．２２ ０．０２ ０．００ ０．２１ ０．００ ０．１７ ０．００ ０．００ ０．００
４４週 ０．００ １．０６ ０．００ ０．１５ ０．３１ ０．７３ ０．０３ ０．２６ ０．０１ ０．２８ ０．０６ ０．００ ０．３８ ０．００ ０．０９ ０．００ ０．００ ０．００
４５週 ０．００ １．０９ ０．０１ ０．１４ ０．４０ ０．８７ ０．０３ ０．１５ ０．００ ０．２１ ０．０１ ０．００ ０．０７ ０．００ ０．０９ ０．００ ０．００ ０．００
４６週 ０．０１ １．１２ ０．０２ ０．０３ ０．４８ ０．８２ ０．０２ ０．１９ ０．００ ０．３１ ０．０３ ０．００ ０．０７ ０．００ ０．２２ ０．００ ０．００ ０．００
４７週 ０．０１ １．１９ ０．０３ ０．０３ ０．４１ ０．９０ ０．０１ ０．２６ ０．０１ ０．２５ ０．０１ ０．００ ０．０７ ０．００ ０．２６ ０．００ ０．００ ０．００
４８週 ０．００ ０．９２ ０．００ ０．００ ０．３４ ０．７８ ０．００ ０．３２ ０．００ ０．１９ ０．０１ ０．００ ０．１４ ０．００ ０．０９ ０．００ ０．００ ０．００
４９週 ０．０１ １．２１ ０．０１ ０．００ ０．５０ ０．６３ ０．０１ ０．２８ ０．０１ ０．１８ ０．０２ ０．００ ０．１７ ０．００ ０．１３ ０．００ ０．００ ０．００
５０週 ０．０２ １．２０ ０．００ ０．００ ０．５４ ０．７９ ０．０１ ０．２４ ０．０１ ０．１８ ０．０２ ０．００ ０．０７ ０．００ ０．０４ ０．００ ０．００ ０．００
５１週 ０．００ １．４１ ０．０１ ０．００ ０．３５ ０．７０ ０．０１ ０．２４ ０．００ ０．２１ ０．０３ ０．００ ０．０７ ０．００ ０．０９ ０．００ ０．００ ０．００
５２週 ０．００ １．０９ ０．０１ ０．０１ ０．２６ ０．６４ ０．０１ ０．２６ ０．０１ ０．２４ ０．０２ ０．００ ０．１７ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００
５３週 ０．０１ ０．４６ ０．０１ ０．０１ ０．２３ ０．４２ ０．００ ０．１５ ０．０１ ０．０６ ０．０１ ０．００ ０．００ ０．００ ０．０４ ０．００ ０．００ ０．００
平均 ２．３０ １．４４ ０．１３ ０．０４ ０．２８ ０．８９ ０．０３ ０．１８ ０．２０ ０．２５ ０．０３ ０．０１ ０．３１ ０．００ ０．１８ ０．０２ ０．０１ ０．０１

表３―２ 定点把握疾患（週報・インフルエンザ・小児科・眼科・基幹定点） 定点当たり週別報告数（２０２０年）
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図１―１ インフルエンザ定点当たり報告数 図１―２ Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎定点当たり報告数

図１―３ RSウイルス感染症定点当たり報告数 図１―４ ヘルパンギーナ定点当たり報告数
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図１―５ 咽頭結膜熱定点当たり報告数 図１―６ 感染性胃腸炎定点当たり報告数

図１―７ 手足口病定点当たり報告数 図１―８ 水痘定点当たり報告数
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図１―９ 伝染性紅斑定点当たり報告数 図１―１０ 突発性発しん定点当たり報告数

図１―１１ 流行性耳下腺炎定点当たり報告数 図１―１２ 急性出血性結膜炎定点当たり報告数

―９４―



0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

1 11 21 31 41 51

2020 2018 2019 2020

0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

1 11 21 31 41 51

2020 2018 2019 2020

0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

1 11 21 31 41 51

2020 2018 2019 2020

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

図１―１３ 流行性角結膜炎定点当たり報告数 図１―１４ マイコプラズマ肺炎定点当たり報告数

図１―１５ 感染性胃腸炎（ロタ）＊定点当たり報告数
＊：２０１３年１０月１４日から五類（定点把握対象）に追加指定
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定点名 疾患名 ２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年

基幹定点
ペニシリン耐性肺炎球菌感染症 １４ １８ １９ １
メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 ６２５ ５６９ ６２３ ４７７
薬剤耐性緑膿菌感染症 ３ ４ ７

疾患名 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

報告数
ペニシリン耐性肺炎球菌感染症 １
メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 ３２ ４５ ４６ ４０ ３３ ３５ ３９ ４４ ３２ ４４ ４５ ４２
薬剤耐性緑膿菌感染症 １ ２ １ １ １ １

定点
当たり

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症 ０．００ ０．００ ０．０５ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００
メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 １．３９ １．９６ ２．０９ １．７４ １．４３ １．５２ １．７０ １．９１ １．３９ １．９１ １．９６ １．８３
薬剤耐性緑膿菌感染症 ０．０４ ０．００ ０．００ ０．０９ ０．００ ０．０４ ０．００ ０．００ ０．００ ０．０４ ０．０４ ０．０４

定点名 疾患名 ２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年

性感染症定点

性器クラミジア感染症 １，８８１ １，９８５ ２，０４５ １，９９３
性器ヘルペスウイルス感染症 ５４０ ５４１ ６１９ ４９８
尖圭コンジローマ ２３８ ２６４ ２７１ ２０８
淋菌感染症 ４２８ ５６７ ５２７ ５０７

疾患名 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

報告数

性器クラミジア感染症 １５９ １６９ １６１ １５４ １４８ １６４ １５２ １６９ １６３ １８７ １６４ ２０３
性器ヘルペスウイルス感染症 ４９ ４６ ４８ ６０ １５ ３３ ３６ ４８ ４２ ５０ ３７ ３４
尖圭コンジローマ １６ ９ ２４ １０ ２３ １９ ２０ １４ ２１ １６ １２ ２４
淋菌感染症 ４４ ３３ ３７ ４６ ２７ ３７ ４２ ５７ ５４ ４３ ４３ ４４

定点
当たり

性器クラミジア感染症 ３．７９ ４．０２ ３．９３ ３．６７ ３．５２ ３．９０ ３．６２ ４．０２ ３．８８ ４．４５ ３．９０ ４．８３
性器ヘルペスウイルス感染症 １．１７ １．１０ １．１７ １．４３ ０．３６ ０．７９ ０．８６ １．１４ １．００ １．１９ ０．８８ ０．８１
尖圭コンジローマ ０．３８ ０．２１ ０．５９ ０．２４ ０．５５ ０．４５ ０．４８ ０．３３ ０．５０ ０．３８ ０．２９ ０．５７
淋菌感染症 １．０５ ０．７９ ０．９０ １．１０ ０．６４ ０．８８ １．００ １．３６ １．２９ １．０２ １．０２ １．０５

年齢階級
性器クラミジア

感染症
性器ヘルペス
ウイルス感染症

尖圭コンジローマ 淋菌感染症

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

０歳
１～９歳 １ １
１０～１９歳 ４８ １８２ ２３０ ４ １２ １６ ３ ８ １１ ２５ ３４ ５９
２０～２９歳 ２９８ ９０５ １，２０３ ２５ １０５ １３０ ３５ ４２ ７７ １２４ １２５ ２４９
３０～３９歳 １３５ ２３２ ３６７ ２３ ８８ １１１ ３３ ２９ ６２ ８４ ３０ １１４
４０～４９歳 ７０ ７７ １４７ ２２ ８４ １０６ １９ ９ ２８ ４８ １３ ６１
５０～５９歳 ２４ １２ ３６ ３６ ３９ ７５ １３ ４ １７ １４ ４ １８
６０～６９歳 ７ １ ８ ９ ２４ ３３ ９ ９ ４ １ ５
７０歳以上 ２ ２ １０ １７ ２７ ２ ２ ４

合 計 ５８４ １，４０９ １，９９３ １２９ ３６９ ４９８ １１４ ９４ ２０８ ２９９ ２０８ ５０７
男女比 １．００ ２．４１ １．００ ２．８６ １．００ ０．８２ １．００ ０．７０

表４―１ 定点把握疾患（月報・基幹定点） 報告数

表４―２ 定点把握疾患（月報・基幹定点） 月別報告数（２０２０年）

表４―３ 定点把握疾患（月報・性感染症定点） 報告数

表４―４ 定点把握疾患（月報・性感染症定点） 月別報告数（２０２０年）

表４―５ 定点把握疾患（月報・性感染症） 年齢階級別（２０２０年）
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な変動は見られなかった（表４―２）。
性感染症については、すべての対象疾患で定点における

報告数が前年より減少した（表４―３）。なお、月別の報告
数に大きな変動は見られなかった（表４―４）。性器クラミ
ジア感染症と性器ヘルペスウイルス感染症については、女
性の報告数が多く、尖圭コンジローマと淋菌感染症は男性
の報告数が多かった（表４―５）。年齢別では、性器ヘルペ
スウイルス感染症の男性を除き２０歳代の報告が多かった
（表４―５）。
以上、北海道における２０２０年の感染症発生動向につい

て報告した。保健所ごとの詳細なデータについては、当所
ホームページ１４）を参照されたい。
本報告を終えるにあたり、感染症発生動向調査にご協力

頂いている医療機関ならびに関係機関各位に深謝いたしま
す。
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